
令和５年度 ＳＤＧｓへの取組

本資料は、令和５年度における、

千葉県信用保証協会のＳＤＧｓへの

取組の成果をまとめたものです。

千葉県信用保証協会
ちばＳＤＧｓパートナー 55号

チーバくん



信用保証による資金繰り支援 創業支援

経営支援 事業承継支援

【取組】

◆信用保証による資金繰り支援。
◆ ＳＤＧｓ達成を目的とした保証制度の利用促進。

※ＳＤＧｓへの貢献に深くかかわっている保証制度の実績については、次頁を
ご確認ください。

【効果】

◆信用保証による資金繰り支援を通
じて、中小企業者の事業継続及び
雇用創出・維持等に貢献した。

【取組】

◆創業スクールを２回（計６３名参加）、創業セミナー
を２回（計１４７名参加）、女性のための創業セミ
ナーを１回（３０名参加）開催した。

◆創業スクール参加者のうち、希望者５６名に対し、
協会担当者がフォローアップを実施し、そのうち３
名に専門家派遣を実施した。

【効果】

◆創業スクール・セミナーの実施を通じて、起業に
必要な人材の増加や雇用創出に貢献した。

◆女性創業者の支援を通じて、女性経営者の増加
に貢献した。

【取組】

◆大口顧客１３８企業を対象とした顧客訪問を年
間２４４回、令和４年度から開始した提案書を
用いた課題解決策の提案を１７企業に実施した。

◆ ゼロゼロ融資元金据置先４０４企業を対象とし
て、顧客訪問を１０３企業へ実施し、専門家派
遣を２８企業に実施した。

【効果】

◆大口顧客やゼロゼロ融資元金据置先に
対する訪問や事業性評価による経営支
援を通じて、県内企業の持続可能性を高
め、雇用や産業の維持に貢献した。

【取組】

◆事業承継や経営改善ニーズ把握のためにアンケートを８，４５２企業に発送
（８６８企業回答）し、そのうち２４０企業へ面談等を実施した。

◆事業承継計画策定支援等の専門家派遣を１７企業に実施した。また、６企
業について事業承継・引継ぎ支援センターへ紹介を実施した。

◆千葉県産業振興センターおよび千葉県事業承継・引継ぎ支援センターと事
業承継セミナーを開催し、７９名が参加した。

【効果】

◆事業承継計画策定支援や
事業承継セミナー等を通じ
て、廃業を未然に防ぎ、雇
用や産業の維持に貢献した。

信用保証による資金繰り支援・経営支援を通じたＳＤＧｓへの取組

事業承継セミナーの様子

専門家派遣の様子

１

創業者フォローアップセミナーの様子



制度名
保証承諾
件数

保証承諾金額 ＳＤＧｓへの効果 貢献している目標

地方創生・ＳＤＧｓ支援保証

制度「パワフルちば」
１０７件 ４，５１２百万円

ＳＤＧｓに取り組んでいることを宣言している中小企業
者の資金繰り支援を通じてＳＤＧｓに貢献した。

全ての目標に貢献

寄贈型ＳＤＧｓ特定社債保証制度

（※１）
２６件 １，１２０百万円

ＳＤＧｓに資する寄贈を伴う社債の発行により、地域貢
献に取り組んでいる中小企業者の資金繰り支援を通
じてＳＤＧｓに貢献した。

全ての目標に貢献

千葉県制度
「ＳＤＧｓパートナー支援資金」

１９件 ４６３百万円
「ちばＳＤＧｓパートナー」の登録企業によるＳＤＧｓへ
の具体的な取組みに、資金繰り支援を通じて貢献した。

全ての目標に貢献

補助金活用支援保証制度「セット
アッパー」

１８０件 ２，３１７百万円
国や自治体による補助金の対象となるイノベーション
事業等に係る資金調達支援を通じて、企業のイノベー
ション推進に貢献した。

創業支援に関する保証制度

(※２）
１，２８６件 ６，８６７百万円

創業者の資金調達を支援することで、雇用の創出に
貢献した。

事業承継支援に関する保証制度 １８件 ７９２百万円
事業承継に係る資金調達を支援することで、廃業を防
ぎ、雇用の維持に貢献した。

信用保証による資金繰り支援・経営支援を通じたＳＤＧｓへの取組

信用保証による資金繰り支援（ＳＤＧｓに貢献している主な保証制度）

２

（※１）制度創設（令和４年１月）から累計で５９件寄贈。
寄贈先の内訳は自治体（県・市）１２件、学校関係（小中学校）１７件、スポーツ関係（野球・サッカー）
７件、その他（医療機関等）２３件。

(※２）令和５年３月１５日より経営者保証を不要とするスタートアップ創出促進保証制度の取扱いを開始。
令和５年度の保証承諾は６６件、４５３百万円となった。



【取組】

◆令和５年８月２８日～８月３１日の間、ＳＤＧ
ｓイベントを開催した。ＳＤＧｓを意識した
様々な取組みを行った結果、フードバンク
ちばに食料品を約３０ｋｇ、古着ｄｅワクチン
に約２７０㎏の衣料品（ワクチン４５人分相
当）を寄付することができた。

ＳＤＧｓイベントの開催 ＳＤＧｓ債券の購入

【取組】

◆環境的課題および社会的課題の双方に取り組む事業に要する資金調
達のために発行されるサステナビリティボンドである 「千葉県公募公
債」、「千葉市公募公債」や、社会的課題の解決に資するプロジェクト
の資金調達のために発行されるソーシャルボンドである「日本高速道
路保有・債務返済機構債券」等を計３１億円購入した。

【効果】

◆食品やワクチン等を必要とする方々
への寄付を通じて、人々の健康改善
に貢献した。

【効果】

◆債券の購入を通じて、発行体が行う
ＳＤＧｓ達成や環境課題解決に向け
たプロジェクト等に寄与した。

大学との連携 ちばＳＤＧｓ推進ネットワークへの参加

社会課題や環境課題への取組を通じたＳＤＧｓへの取組

【取組】
◆千葉経済大学短期大学部の学生を対象に、
県内経済の動向、中小企業や当協会の役割
等について講義を行った。

◆千葉科学大学の学生を対象に当協会の経営
支援体制や創業・再生支援の内容等につい

て講義を行った。

【効果】

◆大学での講義を通じ、起業に必要な
人材の増加に貢献した。

【取組】
◆ ＳＤＧｓ普及促進の枠組みとして参加し
ている「ちばＳＤＧｓ推進ネットワーク」に
参加している（参加団体は千葉県・金融
機関・経済団体等１２団体）。

◆令和５年２月には、内閣府の第２回「地方
創生ＳＤＧｓ金融表彰」を受賞した。

【効果】

◆パートナーシップでのＳＤＧｓの目標
達成に貢献した。

全ての目標に貢献

千葉経済大学短期大学部での講義の様子 表彰式の様子

３

古着ｄｅワクチンで集まった衣料品


